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高校地理における震災などから都市計画の
意義を考える教材開発
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City Planning for Earthquake Damage Prevention :
A Teaching Strategy for High School Geography
Jun-ichiro TAKATA
Abstract
　The purpose of this paper is to develop teaching materials on city planning with 
regard to earthquake damage prevention. The author analyzed “Geography A” 
textbooks used in senior high school and articles on geographical education, and 
has found that very few of the textbooks and articles deal with city planning in 
relation to earthquake disaster. Therefore the author proposes a teaching plan on 
city planning in Tokyo with regard to earthquake damage prevention. Especially, 
fire prevention is important in city planning in Tokyo. The teaching plan will be 
useful for understanding city planning in relation to earthquake disaster.
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主な被害 被災地域全体 東京市 被災地域全体4) 神戸市
死者 99,331人 59,065人 6,430人5) 4,484人
行方不明 43,476人 36,294人1) 3人5) 1人
負傷者 103,733人 15,674人 43,782人5) 14,679人
全壊 128,266戸 3,886戸 110,457棟6) 61,955棟
半壊 126,233戸 4,230戸 147,433棟6) 32,114棟
出火件数 413件2) 136件 294件 175件
焼失棟数 447,128棟 366,262棟 7,467棟 7,388棟







避難収容 約120万人 32万人7) 23万人7)
































































































































































































































































































































持続可能性に価値をおくＥＳＤの考え方に近い。ＥＳＤは，Education for Sustainable Development
の略称で，「持続可能な開発のための教育」，あるいは「持続発展教育」ともよばれる。
２）…地価高騰や交通渋滞など様々な都市問題は，一極集中の現象的事象として捉えることもできる。このよう
に捉えると，都市への一極集中を抑制するような政策は，なぜとられなかったのか，あるいはとられたにも
かかわらず，なぜ防ぐことはできなかったのか，という問題意識が生まれる。この政策を都市計画，あるい
はまちづくりに置き換えれば，本稿の問題意識と重なるものとなる。
３）…阪神・淡路大震災では，昭和56年（1981）以前の旧耐震設計基準で設計された非木造建物に，全壊や半壊
などの被害が大きかった。このため，既存建物の耐震診断や改修が，全国的に大きな課題となっている。
４）…このような問題もあって，これからの都市計画は，住民参加のあり方が，大きな課題となっている。しかし，
高校地理の教科書では，住民参加に関わるまちづくりは，学習内容として十分に反映されているとはいえな
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い。たとえば，「地理Ａ」の教科書では，清水書院（2013）が，「北アメリカの人びとの暮らし」の節で，「ア
メリカの都市の変化」をとりあげた「工業都市・ピッツバーグの再生」のなかで，都市計画の重要性にふれ
ている。その本文では，「（前略）ピッツバーグでは悪化した都市環境の再生をはかるため，市と企業などが
協力して都市計画をつくり，工場の跡地や遊休地に高層ビルやホテルなどを建設し，会議場（コンベンショ
ンセンター）をつくって，会議を誘致し，都市の再開発をはかった。（p.87）」と記述している。このように，
都市計画の果たした成功事例として，ピッツバーグの事例をとりあげ，注では，「ピッツバーグの再開発は，
その後の都市再開発の指針となって，日本でも東京の「お台場」や横浜の「みなとみらい21」など，多くの
ところで影響を受けている。（p.87）」…と日本の都市再開発にも踏み込んだ説明を加えている。しかし，地域
住民が主体となった都市計画からまちづくりへという大きな潮流の変化にはふれていない。
５）本稿で提示した授業案は，大学院の授業（国際理解教育特論）で，模擬授業として，院生を対象に実施した。
このときの気づきや感想には，「まちづくり，建築一つにしても歴史に学んでいるところは，すばらしいこ
とだと思う。しかし一方で，経験から学ぶことは大切ではあるが，起きる前にも予期して防ぐ考え方や世界
の見方も必要であると感じる。（一部要約）」と予期して防ぐ考え方への言及があった。
考察の対象とした「地理Ａ」（発行者の番号順に記載）
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